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６．成果の要約 

  福島県オリジナル品種「天のつぶ」「里山のつぶ」とも幼穂形成期のNDVI値と葉色及び植被率と

茎数に相関が見られた。また、両品種ともNDVI値と窒素吸収量、生育量（草丈×茎数×葉色）と高

い相関が見られたことから、幼穂形成期のNDVI値から生育量を推定することが可能であると考えら

れた。さらに、本年の結果から、幼穂形成期のNDVI値による生育指標値を暫定的に作成した。 

７．目 的 

ほ場上空からのNDVI値計測による水稲の生育診断及び食味値の推定技術が開発されて

きているが、福島県オリジナル品種である「天のつぶ」等のデータがないため、生育診断

への活用が進んでいない状況にある。そこで、「天のつぶ」及び「里山のつぶ」の生育診

断に使われているSPAD値とNDVI値を比較し、NDVI値による生育診断指標値を明らかにし、

ドローンリモートセンシングによる追肥診断技術を開発することで、県オリジナル品種の

収量、品質の向上を図る。 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）「天のつぶ」の NDVI 値、植被率と生育量との関係 

   幼穂形成期（７月 11 日）の NDVI 値は、葉色が濃くなるほど高くなる傾向が見られ、

植被率はｍ２茎数が多くなるほど高くなる傾向が見られた（図１，２）。また、幼穂形

成期の NDVI 値と生育量（草丈×茎数×葉色）及び窒素吸収量と高い相関が見られたこ

とから、幼穂形成期の NDVI 値から生育量を推定することが可能と考えられた。 

（２）「天のつぶ」NDVI 値による生育指標値の作成 

収量 60～65kg/a、登熟歩合 80％以上、整粒歩合 80％以上、玄米タンパク質含有率 6.4％

以下にするためのｍ２籾数は 33,000～35,000 粒程度であり、35,000 粒を確保するため

の幼穂形成期の NDVI 値の生育指標値を作成した（表１）。幼穂形成期の NDVI 値が 0.67

以下であれば追肥が必要であり、0.72 以上であれば追肥は必要ないと思われた。 

（３）「里山のつぶ」の NDVI 値、植被率と生育量との関係 

幼穂形成期（７月 11 日）の NDVI 値は、葉色が濃くなるほど高くなる傾向が見られ、

植被率はｍ２茎数が多くなるほど高くなる傾向が見られた（図３、４）。また、幼穂形

成期の NDVI 値と生育量（草丈×茎数×葉色）及び窒素吸収量と高い相関が見られたこ

とから、幼穂形成期の NDVI 値から生育量を推定することが可能と考えられた。 

（４）「里山のつぶ」NDVI 値による生育指標値の作成 

収量 65～70kg/a、登熟歩合 85～90％、整粒歩合 80～85％、玄米タンパク質含有率 6.4％

以下、倒伏程度 200 以下にするためのｍ２籾数は 30,000～33,000 粒程度であり、30,000

～33,000 粒を確保するための幼穂形成期の NDVI 値の生育指標値を作成した（表２）。

幼穂形成期の NDVI 値が 0.62 以下であれば追肥が必要であり、0.65 以上であれば追肥は

必要ないと思われた。 

９．問題点と次年度の計画 

（１）NDVI 値による生育診断指標値は単年度の結果であるため、次年度もグラデーション

ほ場を設置して各種データを収集し、精度の向上を図る。 



（２）玄米タンパク質含有率と成熟期の NDVI 値との関係性を調査し、品質向上のための食

味値の推定指標値を明らかにする。 

（３）32 年度には基肥時の可変施肥によるほ場の地力ムラ改善の実証を行う (機械による可

変施肥)ため、31 年度は現地ほ場を用いて、30 年度に作成した指標値によるリモートセ

ンシングと土壌診断によりほ場内の地力ムラを把握する。 

 

１０．主なデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

     rは相関係数、**は１％水準で有意、n=16            rは相関係数、**は１％水準で有意、n=16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３「里山のつぶ」NDVI値と葉色の関係（７月 11日）      図４「里山のつぶ」植被率と茎数の関係（７月 11日） 

rは相関係数、**は１％水準で有意、n=16            rは相関係数、**は１％水準で有意、n=16 

 

表１「天のつぶ」幼穂形成期の NDVI 値による生育指標値（暫定版）    表２ 「里山のつぶ」幼穂形成期の NDVI値による生育指標値（暫定版） 

 

 

図１「天のつぶ」NDVI値と葉色の関係（７月 11日）        図２「天のつぶ」植被率と茎数の関係（７月 11日）                

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

46.0

47.0

48.0

0.5 0.55 0.6 0.65 0.7 0.75 0.8

葉
色

NDVI値

r = 0.7414 **

42.5

43.0

43.5

44.0

44.5

45.0

45.5

46.0

46.5

47.0

47.5

48.0

0.620 0.640 0.660 0.680 0.700 0.720 0.740 0.760

葉
色

NDVI値

r = 0.7346 **

300

350

400

450

500

550

600

650

700

0.480 0.500 0.520 0.540 0.560 0.580

茎
数

植被率

r = 0.6484 **

本/m2

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0.4 0.45 0.5 0.55 0.6

茎
数

植被率

r = 0.9056 **

本/m2

収　　　量
玄米タンパク質含有率

整粒歩合
登熟歩合

m2籾数

NDVI値 0.67以下 0.67～0.72 0.72以上

草丈×茎数×葉色 80,000以下
80,000～
100,000

100,000以上

窒素吸収量(mg/株) 300以下 300～450 450以上

成
熟
期

幼
穂
形
成
期

0.1～0.15 0追肥量(kg/a)

60～65kg/a
6.4％以下
80％以上
80％以上

33,000～35,000粒

0.2

収　　　量
玄米タンパク質含有率

整粒歩合
登熟歩合

m2籾数
倒伏程度

NDVI値 0.62以下 0.62～0.65 0.65以上

草丈×茎数×葉色 60,000以下
60,000～
90,000

90,000以上

窒素吸収量(mg/株) 300以下 300～400 400以上

成
熟
期

幼
穂
形
成
期

0.1～0.15 0追肥量(kg/a)

65～70kg/a
6.4％以下
80～85％
85～90％

30,000～33,000粒

0.2

200以下


